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萩原剛志 議員

今
回
の
衆
議
院

選
、
並
び
に
市
長

選
の
期
日
前
投
票
者
数
は

投
票
総
数
の
５
割
を
超
え

た
。
さ
ら
に
投
票
日
の
悪

天
候
が
予
想
さ
れ
た
の

で
、
岩
瀬
庁
舎
で
は
期
日

前
投
票
が
か
な
り
混
雑
し

た
よ
う
だ
。
今
回
の
状
況

と
今
後
の
改
善
策
に
つ
い

て
伺
う
。

総
務
部
長　

混
雑

し
た
要
因
と
し
て

は
、
制
度
が
広
く
浸
透
し

利
用
者
数
が
増
加
し
た
こ

と
、
投
票
日
当
日
が
台
風

の
予
報
で
あ
っ
た
こ
と
、

４
枚
の
投
票
用
紙
を
配
布

し
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
期
日
前
投
票
期
間
の

最
後
の
３
日
間
に
つ
い
て

は
、
誘
導
係
を
配
置
し
ま

し
た
。

　

投
票
所
の
混
雑
が
見
込

め
る
際
は
、
案
内
係
な
ど

の
さ
ら
な
る
増
員
や
投
票

順
序
を
わ
か
り
や
す
く
工

夫
を
す
る
な
ど
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
サ
ン
パ
ル
」の
存

続
署
名
に
つ
い
て

岩
瀬
温
水
プ
ー
ル

「
サ
ン
パ
ル
」
で
、

利
用
者
が
存
続
署
名
を

行
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

「
サ
ン
パ
ル
」
が
廃
止
さ

れ
る
予
定
が
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　

岩
瀬

温
水
プ
ー
ル
「
サ

ン
パ
ル
」
は
、
26
年
が
経

過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
簡
易
診
断
を
実
施

し
、
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
緊
急

性
を
要
す
る
も
の
か
ら
段

階
的
に
修
繕
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
本
年
10
月
か
ら
「
サ

ン
パ
ル
」
の
利
用
者
団
体

が
引
き
続
き
利
用
で
き

る
こ
と
を
市
に
求
め
る
た

め
、
署
名
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。市

長　

大
和
駅
北

地
区
開
発
整
備
事

業
の
商
業
施
設
の
中
で
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
を

兼
ね
備
え
た
温
泉
施
設
の

建
設
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
の
温
泉

施
設
に
「
サ
ン
パ
ル
」
に

か
わ
る
施
設
が
で
き
な
い

か
、
企
業
に
検
討
を
進
め

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
内
の
医
療
機
関
や
西
部

　
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ

　
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

・
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

期日前投票の改善に
ついて

林　悦子 議員

昨
年
８
月
発
行
の

桜
川
市
広
報
『
お

知
ら
せ
版
』
で
、
両
校
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
市

民
の
意
見
を
募
集
し
た

が
、
そ
の
結
果
を
伺
う
。

総
務
部
長　

ア
イ

デ
ア
応
募
件
数
は
、

真
壁
小
８
件
。
紫
尾
小
４

件
。
う
ち
真
壁
小
に
つ
い

て
は
、
プ
ー
ル
を
釣
り
堀

や
養
殖
場
に
と
い
っ
た
も

の
や
、
児
童
館
・
合
宿
所
・

生
涯
学
習
施
設
な
ど
沢
山

い
た
だ
き
ま
し
た
。
紫
尾

小
に
つ
い
て
は
、
チ
ョ
ウ
ザ

メ
の
養
殖
場
・
高
齢
者
施

設
・
子
育
て
支
援
施
設
な

ど
。
両
校
と
も
、
公
有
地

と
し
て
残
し
て
欲
し
い
と

い
う
意
見
が
２
件
で
す
。

真
壁
小
・
紫
尾
小
学
校

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て

市
の
考
え
方
と
決

定
の
仕
方
に
つ
い

て
伺
う
。総

務
部
長　

真
壁

小
は
築
43
年
を
経

過
し
、
耐
震
化
も
と
れ

て
い
な
い
た
め
、
来
年

度
取
り
壊
し
、
土
地
の

再
活
用
を
検
討
し
ま
す
。

紫
尾
小
も
築
40
年
経
過

し
て
い
る
が
、
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
る
の

で
、
校
舎
と
敷
地
の
利

活
用
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

検
討
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
市
が
行
政
目
的
で

事
業
を
す
る
場
合
は
、
こ

れ
を
優
先
し
た
い
考
え

で
す
。

　

次
に
、
公
共
団
体
や
教

育
・
福
祉
な
ど
公
益
事
業

を
民
間
業
者
が
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
こ
れ
を
検
討
し

ま
す
。
こ
れ
ら
が
見
込
ま

れ
な
い
場
合
は
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
活
用
を
検
討

し
ま
す
。

　

決
定
の
仕
方
で
す
が
、

今
年
度
中
（
本
年
３
月
ま

で
）
に
市
と
し
て
の
基
本

方
針
策
定
の
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
の

後
、
各
跡
地
ご
と
に
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
近

隣
の
区
長
さ
ん
な
ど
を
委

員
に
、
ご
意
見
を
伺
う
と

と
も
に
、
寄
せ
ら
れ
た
ア

イ
デ
ア
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
跡
地
活
用
を
決
定
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長　

部
長
が
答

弁
し
た
と
お
り
、

委
員
会
を
設
置
し
、
市
か

ら
の
金
銭
的
支
出
は
せ
ず
、

民
間
活
用
で
き
る
施
設
か

ら
有
効
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
考
え
で
す
。

　

真
壁
小
は
来
年
度
取
り

壊
し
を
計
画
し
て
お
り
、

活
用
の
仕
方
は
時
間
を
か

け
て
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
運
動
場
を
使

い
た
い
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

団
体
も
あ
り
、
管
理
も
お

願
い
で
き
れ
ば
と
い
う
話

を
し
て
い
ま
す
。
体
育
館

は
避
難
所
で
も
あ
り
、
今

後
も
残
す
方
向
で
す
。

広
域
連
携
バ
ス
が

利
用
で
き
る
児
童

に
つ
い
て
の
説
明
と
、
雨

天
時
の
広
域
連
携
バ
ス
の

利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

広
域

連
携
バ
ス
を
利
用

で
き
る
児
童
に
つ
い
て

は
、
桃
山
学
園
の
校
門
を

基
点
と
し
て
、
通
学
距
離

が
半
径
３
・
５
㎞
以
上
の

１
年
生
か
ら
６
年
生
の
児

桃山学園への広域
連携バスの利用に
ついて

谷田部由則 議員

童
と
、
２
・
５
㎞
か
ら
３
・

５
㎞
の
間
に
自
宅
が
あ
る

１
年
生
か
ら
３
年
生
の
児

童
を
対
象
に
、
通
学
支
援

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

酒
寄
地
区
で
は
全
児
童

25
名
、
南
椎
尾
地
区
で
は

１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

の
児
童
17
名
で
す
。酒
寄
・

南
椎
尾
地
区
以
外
で
は
、

大
型
タ
ク
シ
ー
等
に
よ
る

通
学
支
援
を
考
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
人
数
で
す

が
、須
津
賀
地
区
が
４
名
、

亀
熊
地
区
が
５
名
、
塙
世

地
区
が
１
名
で
す
。

　

雨
天
時
の
広
域
連
携
バ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

児
童
が
単
独
で
公
共
バ
ス

を
利
用
し
て
登
校
す
る
と

な
る
と
、
通
学
中
の
様
子

や
行
動
が
把
握
で
き
ず
、

地
域
の
見
守
り
も
な
い
状

況
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
通
学
班
で
の

登
校
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
ん
り
ん
ロ
ー
ド

の
整
備
に
つ
い
て

交
差
点
以
外
で

は
、
街
路
灯
も
少

な
く
、
背
の
高
い
雑
草
が

茂
る
な
ど
人
目
が
行
き
渡

ら
ず
、
通
学
に
心
配
な
場

所
が
あ
る
。
街
灯
設
置
や

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

雑
草

が
生
い
茂
り
、
周

囲
か
ら
も
見
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
場
所
は
、
除

草
作
業
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　

街
路
灯
の
設
置
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
対
応
に
つ
い
て

は
地
元
や
関
係
機
関
と
連

携
・
調
整
の
上
、
管
理
者

で
あ
る
茨
城
県
と
安
全
対

策
に
向
け
た
協
議
を
、
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

その他
選挙管理委員会委員及び補充員の選挙について 決定
筑北環境衛生組合議会議員の選挙について 決定
指定管理者の指定について 可決
市道路線の廃止について 可決
市道路線の認定について 可決
人事
教育委員会委員の任命について 同意
監査委員の選任について 同意
専決処分
専決処分の承認を求めることについて（平成29年度一般会計補正予算（第4号）） 承認
条例の改正
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決
地域包括支援センター設置条例の一部を改正する条例 可決
地域包括支援センターの包括的支援事業を実施するために必要な基準を定める条例の一部を改正する条例 可決
平成29年度補正予算
一般会計補正予算（第５号） 可決
農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 可決
公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可決
介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決
介護サービス事業特別会計補正予算（第１号） 可決
請願
図書館建設に関する請願書 趣旨採択
廃棄物処理施設・建設反対の請願書 趣旨採択

第４回定例会（12月５日〜12月８日）審議された議案と結果


